
常時監視システム導入によってフロン類の漏えいを
早期発見・早期修理するメリット

・ムダな電力消費を抑えることでコストを削減
・ショーケースの温度異常を回避し、営業リスクを低減
・地球温暖化防止への貢献
※フロン排出抑制法の基準に適合するシステムの場合、「簡易点検」をシステム
導入によって代替し、業務負担を軽減することが可能です

※早期発見・早期修理によって修理コストを抑えることも期待されます
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システム導入後の
漏えい発見ライン

従来の漏えい
発見ライン

※スーパーマーケット等小売りで一般的に使用されている冷凍機（屋外機器）と別置型ショーケースを用いた実証実験結果
※「令和3年度IoT技術を活用したフロン漏えい検知技術による省 CO2効果等評価・検証調査委託業務報告書」（環境省）を基に新潟県作成
※システム導入後の漏えい発見ラインは、（一社）日本冷凍空調工業会ガイドラインにおける合格基準値

導入後
従来

早期発見・早期修理で
電力増加とショーケー
スの温度上昇を回避

ショーケースの
温度上昇で発見
ムダな電力消費

フロン類が漏えいすると電力増加とショーケースの温度上昇につながります

〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１
新潟県 環境局 環境政策課 カーボンゼロ推進室
E-mail：ngt030310@pref.niigata.lg.jp 電話：025-280-5150
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＜設定条件＞
売り場面積：3,000m₂、冷凍機（別置型ショーケース付帯）：140kW(20kW×7台)、冷媒充填量：560kg､年間消費電力量（冷凍機）：
101万kWh/年、使用冷媒：R-404A、年間冷媒漏えい率：16%、検知レベル：60%漏えい（導入前）、 30%漏えい（導入後）

※「令和４年度IoT技術を活用したフロン漏えい検知技術による省 CO₂効果等評価・検証調査委託業務報告書」（環境省）をもとに新潟県作成

早期発見・早期修理によって電力使用量と温室効果ガス排出量を削減できます

約10%削減 約15%削減

従来 従来導入後 導入後

フロン類漏えいが発生しているスーパーマーケットに常時監視システムを導入した場合（試算）



導入事例（環境省作成の事例集より抜粋）

出典：小売業における冷凍冷蔵設備への異常検知システム導入事例集（令和６年４月環境省）
https://www.env.go.jp/earth/furon/files/r05_ijokenchi_jireishu.pdfその他の導入事例
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